
☆第一次・第二次評価
（指定管理者・施設主管課による評価）

指定管理者評価シート（1/2） 令和６年度後期
施設：大神スポーツ広場

指定
管理者 市

○指定管理業務に係る基本的な考え方や
職員の姿勢が、当該施設の設置目的、施
設の特性及び市の求める指定管理者像
に合致しているか。

○当該施設の設置目的、施設の特性及び市の求める指定
管理者像が配置職員に共有され実践出来ている。
○現場責任者及び配置職員の考え方や姿勢が、本市の意
図するものとなっている。

○団体等の持つノウハウ等の強みを活か
した意欲的な創意工夫等を行う姿勢が見
られるか。

○利用者等のニーズの把握、利用拡大に向けた取り組
み、効率化の推進などに係る創意工夫への積極的な姿勢
が見られる。
○当初の提案やその他具体的な目標等があり、そのため
の取組を行っていく姿勢が見られる。

○サービス向上及び利用促進、地域の活
性化等、発展性のある独創的で魅力的な
取組が行われているか。

○指定管理者の独創的で魅力的な取り組みが、利用者
サービスの向上や利用者増、地域活性化などにつながって
いる。
○自主事業の開催に当たっては、利用者ニーズを反映さ
せ、事業目的や効果を明確にし、より多くの利用者に参加
してもらえるよう、各種工夫を行っており、また、対象別に多
様な事業を実施している。

○適切な利用者への接客・応対、社会的
弱者への配慮や、利用者の公平、公正な
利用が確保されているか。

○施設のサービス水準を確保するため、受付・電話対応・
その他接客マナーなど、標準的な業務実施手順や注意点
等をマニュアル化している。
○利用者、特に社会的弱者にとって公平・公正に利用でき
るマニュアル及びシステムを構築・運用している。
○職員の意見を取り入れながら、標準的な業務実施手順
等をスタッフミーティング等において定期的に見直してい
る。
○わかりやすい言葉づかいや図、イラスト、写真等を活用
し、誰にでもわかる工夫をして情報提供している。

○利用者のニーズ等を収集し、それを反
映する仕組みや、トラブル、苦情処理の適
切な対応と未然防止・再発防止に向けた
具体的な方策がとられているか。

○利用者アンケート等からサービスに係る課題を抽出し、
課題への対応策を講じて改善するなどの工夫が見られる。
○苦情処理の適切な対応が可能なマニュアルや体制が整
備されている。
○利用者が苦情や意見を述べやすいよう、窓口（苦情係、
ご意見箱の設置、HPでの受付等）を設置している。
○利用者からの苦情や意見等が寄せられた際には、内容
を記録し、対応策を実施している。
○日々の利用実績を記録し、定期的（週単位、月単位等）
に集計している。
○利用実績、稼働率の推移を分析し、これを踏まえた改善
に取り組んでいる。

○ホームページや広報紙等を活用し、積
極的な情報提供による利便性の向上や利
用者増に向けた取組を行っているか。

○誰にでもわかりやすいホームページや広報紙等となって
いる。
○潜在的な利用者の掘り起こしや利用拡大に向けたア
ピールができるホームページや広報紙等となっている。
○施設内の掲示板等を有効に活用して、利用者にわかり
やすく情報提供をしている。

○施設及び設備の保守点検、備品等の管
理、施設清掃・植栽等の維持管理、計画
的な修繕等、法令等に基づいた適正な業
務計画となっており、実行をしているか。

○事業計画書等に沿って、建物・設備・備品・樹木等が適
切に管理されている。
○利用者が安全に利用できる状態が保たれている。
○施設内及び敷地内の美観が保たれている。
〇市所有の備品と指定管理者所有の備品が区別されてお
り、備品台帳に記された備品がすべて揃っている。
○トイレ等の衛生状態が保たれている。
○日常的、定期的に施設内外の巡回を行い、事故や犯罪
を未然に防止するように努めている。
○鍵の管理方法が明確になっており、適切に管理してい
る。
〇野球場・サッカー場の整備や維持管理が常に良好に保
たれる取り組みがされている。

○廃棄物の処理方法と合わせて、省エネ
ルギー対策やごみ減量への取組等、環境
法令を踏まえた環境負荷低減への取組が
行われているか。

○廃棄物の処理について、適正な考え方や取り扱いとなっ
ている。
○環境法令を踏まえ、省エネルギー対策やごみ減量に向
けた実効性のある取り組みが行われている。

○業務の一部を外部委託する場合、業務
の実施や履行確認等、管理指導の体制が
整っているか。

○外部への委託について、契約書等の書類があり、契約
内容が確認できる。
○外部委託先からの業務報告が書面にて定期的に行われ
ており、履行確認ができる。
○委託先の現場代理人等に対し、必要に応じて指導がで
きる体制にある。

○緊急時・災害時の連絡体制、役割分担
等が明確となっており、事態を想定した研
修・訓練等の取組が行われているか。

○事故発生時及び災害時の連絡体制や対応体制がマニュ
アル等で明確になっている。
○事故発生時及び災害時のマニュアル等に基づき、防災
訓練等を実施している。また、事故対応及び災害対応に係
る研修や事例研究等を実施している。
○発生した事故又は災害等の内容及び対応等について記
録を作成している。

○安全管理、衛生管理、危機管理等の徹
底に向けたマニュアルの整備、全職員の
対応力の平準化や意識啓発に向けた取
組が行われているか。

○事故防止のチェックリストや事故対応マニュアル等を整
備し、職員に周知徹底がされている。また、事故防止策の
研修や事例研究等を実施している。
○当該施設の管理に係る法令・基準等を職員が把握して
いる。
○管理瑕疵・過失に起因する事故は発生していない。
○金銭取り扱いのマニュアル等を作成し、職員間で情報の
共有化を図り、事故防止に努めている。

○実施業務に即した職員配置等（人数、
専門職、勤務体制、責任体制）であり、法
令等に基づく雇用・労働条件等を管理監
督する体制を有しているか。

○事業計画書・水準に沿った職員体制であり、管理職は、
他の職員の業務状況を適切に把握している。
○報告書等で職員配置等を確認することができる。

○従事職員の資質向上や人材育成に係
る取組は、効果的かつ適正なものである
か。

○常勤・非常勤職員に関わらず、職員の研修計画を作成
し、内部研修を実施しており、外部研修や勉強会に参加で
きる環境を整えている。また、必要に応じて、職員の専門技
術を高めるため、事例検討会、勉強会や意見交換会等を
開催している。

○市、関係機関、地域団体等との有効な
連携・協力体制を確保しているか。

○協定書に定められた協議事項について、適切に協議が
行なわれるなど、責任者間での十分な連絡が行われてい
る。
○地域住民、町内会、自治会等の地域の団体、関係機関
などの関係団体との連携を図るため、情報交換を行ってい
る。
○地域住民の意見・要望を把握している。
○人的資源や場所の提供を通し、各種地域活動へ参加し
ている。
【共同事業体が対象】
○共同事業体団体間の連絡体制が確立され、連絡方法の
手順及び頻度が具体的に示されている。

○管理運営にあたり、関係法令等の遵
守、情報公開及び個人情報保護に対する
適切な運用方針が示されており、実行され
ているか。

○各種規程及び体制が整備されている。
○制度を理解し、法令を遵守している。また、法令遵守に
対する職員の意識啓発に向けた取り組みを行っている。
○個人情報の取扱いに関するルールやマニュアル等が整
備され、責任者が特定されている。
○個人情報を収集する際は必要な範囲内で適切な手段で
収集し、目的以外に使用していない。
○情報公開に関するルールやマニュアル等が整備され、責
任者が特定されている。
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評価 評価理由
（今回の評価がSである特筆すべき点【指S】【市S】）

（今回の評価がCである理由【指C】【市C】）
（対前回比でランクアップ又はランクダウンした理由【指○→○】【市○→○】）

３　施設の維持
管理等

Ａ Ａ －

S

【指S】
・新たに「敷地内禁煙」と「愛犬リード着用」の表示看板を作成,、場内17箇所に設置し
て利用者にマナー向上を促した。
・利用者アンケートによる要望で、砂埃対策として3箇所に設置したグラウンドのプラス
チック製の散水用ホースリールが破損することから、スチール製に交換して利用者の
利便性に対応した。
・雨天時及び雨天後は必ずホームページを更新してグラウンド状況を利用者に伝える
ようサービスの向上に努めた。
 
【市S】
・利用者へ敷地内禁煙の周知が不足していたが、禁煙の看板を新たに設置したこと
により、喫煙防止へつながっている。
・砂埃対策は大神スポーツ広場の長年の課題である。河川に近い立地で台風等によ
り水没する可能性がある場所であるため、大掛かりな散水機器の設置が困難である
中、散水用のホースリールを設置し、一定の効果があった。

４　緊急時の対
応等

S S

【指S】
・熱中症対応のため熱中症測定器を設置し、無理な運動を控えるよう利用者に注意
喚起を促した。
・熱中症が出た場合に備えて管理棟内にOS1（経口保水液）や冷却剤を常備し、利用
者の安全に配慮した。
・車と歩行者の事故が発生しないよう管理棟前の消えかかった「横断歩道」や「徐行」
箇所に再度ペイントを施し、また、三角コーン増設をして事故防止に繋がるよう努め
た。当該期間に事故はなし。
・台風・大雨時には現場付近で待機し、沈静後は速やかに現場確認・報告を行ってい
る。

【市S】
・今年度、暴風雨時ではゴールポストを固定金具により流されないよう新たな対応をし
ていただいた。
・台風接近時において指定管理者との連携により、災害対策課に必要な情報を共有
できた。
・事故や事件ではない事項（無断使用など）においても対応方法や連絡体制が整って
いる。

５　職員配置等

Ａ Ａ －

６　その他

Ａ Ａ －



☆第一次・第二次評価
（指定管理者・施設主管課による評価）

指定管理者評価シート（2/2） 令和６年度後期
施設：大神スポーツ広場

○当該年度の経費の積算や執行に係る
考え方が具体的に示され、適正な経理処
理が見込めるか。

○収支計画の積算根拠が明確である。
○当該施設の指定管理料に係る会計処理と他の事業（自
主事業等）の会計処理が分けられている。
○経理を担当する職員を配置している。

○当該期間の収支は、事業計画等に基づ
く積算の根拠が明確に示され、無理や漏
れ等のない確実なものであるか。

○事業計画と収支計画の関係が明確である。
○指定管理業務用の通帳や印鑑などが適切に管理されて
いる。
○収支決算書に記載されている費目に関し、伝票等が存
在する。
○適切な経理書類が作成されている。
○内部もしくは外部による監査体制がとられている。
○決算の収支が極端な赤字でない。

２　コスト縮減等 ○民間のノウハウが発揮され、創意工夫
による効率的な管理運営の取組や、コスト
縮減に向けた取り組みが行われ、高い実
効性が認められるか。

○民間ノウハウを活かした経費節減及び効率化への取り
組みを実施しており、成果をあげている。
○利用者の増加に向けた創意工夫等の取り組みが見られ
る。
〇小規模修繕は原材料費を用いて効率的なコスト縮減を
図るなど、高い実効性が認められるか。

S S

【指S】
・産業廃棄物は専門業者へ依頼・発注すると高額になるため、指定管理者で実施して
経費削減に努めた。
・場内立看板等簡易な修繕は、原材料費のみで職員が行うことにより、経費の縮減に
努めた。
・場内の植栽の美観維持のため、定期清掃以外に職員による植込みの草刈り、つる
草除去、枝剪定作業を行い経費縮減に努めた（内製）。

【市S】
・管理人による軽微な修繕を行ったり、産業廃棄物処理についても指定管理者が行う
ことで経費削減に努めることができた。

日常的なグランド品質の維持 ①内野及びサッカーグラウンドの雑草管理ができている。②外野
芝面の草丈が適切に維持されている。

Ａ Ａ

・アピールしたい
ポイント
・課題または今後
の改善点など
（※指定管理者が
記入）

評価について あった点

S 継続的に適切・良好であり、高く評価できる部分がある。

Ａ

Ｂ 一部に適切・良好でない部分があったが、改善済み又は見込みである。

C 水準に未達の場合
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＜アピールポイント＞
・管理棟前の消えかかった「横断歩道」や「徐行」箇所に再度ペンキを塗装し、事故防止に繋がるよう注意喚起をしました。
・新たに「敷地内禁煙」と「愛犬リード着用」の表示看板を作成し場内17箇所に設置し、利用者にマナーを守るよう促しました。
・グラウンドの砂埃対策の一環として設置したプラスチック製の散水ホースリールを、破損が無いようスチール製に交換して利用者の利便性に対応しました。
・夜間の防犯パトロールを定期的に実施し犯罪抑制のため安全管理に努めました。
・管理棟内水道蛇口（23ヶ所）及び小便器上部水管の水垢を除去し美観に努めました。

・その他のアピールポイント
①場内表示看板設置
②管理棟洗面下修繕
③横断歩道ペンキ再塗装
④徐行ペンキ再塗装
⑤看板補修作業
⑥散水ホース補修作業
⑦バックネット表示シート補修作業
⑧散水用ホースリール交換作業

＜課題または今後の改善点＞
・歩行者と車両の事故が発生しないよう引き続き路面のペイントによる注意喚起を促し安全確保に努めます。
・施設や設備等の経年劣化が進んでいますが、できる限りコストを抑えた修繕を継続して行きます。
・施設の利用者に快適に過ごして頂けるよう利用者のニーズに合わせたサービスの提供をしていくよう努めます。

・総括
（※市が記入）

・グラウンドの周辺環境について継続的に良好な状態を保つだけではなく、経費削減に取り組んだり、利用者の安全対策などしっかりと対応をしていただいた。
・ホームページを活用し雨天時または雨天後のグラウンド状況の情報公開に努め、利用者の利便性を向上していただいた。
・禁煙や飼い犬のノーリード禁止の看板を設置し、利用者のマナーの向上に努めていただいた。

継続的に適切・良好である。


